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窯業から排出される未使用タイルの粉砕物（タイルセルベ

 
ン）を利用したクールアイランド舗装の開発・商品化
・名古屋工業大学の岩尾教授が考案した「都市冷却理

 
論」に基づく、反射率の高い舗装の開発、商品化
・年間１２，０００ｔにも上るタイル廃材の有効利用
・クールアイランド舗装の実験地公開による事業ＰＲ

事業の背景

事業名【都道府県】

協議会名・参加団体名

事業の概要

①日本最高気温を記録した多治見市は、夏の暑さ対策が

 
急務である。

②地場産業の窯業は衰退の一途をたどっており、産業の

 
活性化と特色ある街づくりが必要である。

③地域の建設業者は、他地域の業者との差別化を図り、

 
生き残り策を練る必要がある。

期待される効果

環境・新エネルギー

・夏場のヒートアイランド化

 
の緩和

・廃棄物の削減、リサイクル

・地域の特色を活かした活

 
気ある街づくり

・建設業の技術力を活かし

 
た地域貢献ができる

・未使用タイルをリサイクル品として利用

 
できるかどうか。
・開発後の販路の開拓

・元気回復事業終了後の事業展開の仕

 
組みづくり

事業の課題

雇用者(従事者数)：4人(平均雇用者数

 

0.5人/月)

今後の建設業のビジネス展開

雇用の状況

・店舗や個人宅、公共施設の駐車場等舗装部分での利

 
用促進
・他のクールアイランド製品（タイル、瓦、塗料など）との

 
セット販売
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